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南沢獅⼦舞 パートⅠ『揃い獅⼦』・『氷川神社』

南沢に住んで３０年余、⾝近なところにこんな素晴らしい伝統が継承され

ていたとは！！

『南沢獅⼦舞』は、そんなうれしい驚きでした。

この獅⼦舞は江⼾初期から旧南沢村で五穀豊穣と悪疫退散を祈願し秋

祭りで奉納されてきたものです。昭和４２年に貴重な伝統芸能として東久

留⽶市無形⽂化財に指定されています。

現在は４年に⼀度ですが昔は豊年の年にだけ奉納されたところから『豊年

獅⼦』と呼ばれ、伝統的に祭の午後に南沢氷川神社で、夜には多聞寺で

⾏われてきました。祭の前夜に『揃い獅⼦』という全体練習を多聞寺で⾏い

ます。今回、この三つを拝⾒し、それぞれ雰囲気が違うのを不思議に思い、

後で聞いたところ、揃いが２〜３０代の⽅々、神社が４０代前後、多聞

寺が５０代後半〜とそれぞれ舞う⼈が違っていたのです。

この記事はパートⅠが『揃い獅⼦』と『南沢氷川神社』・パートⅡが『多聞

寺』です。

でも実物がなによりです。今回⾒逃した⽅は、４年後に是⾮ご覧になってく

ださい。

春ちゃん

明⽇１１⽇に奉納される『南沢の獅

⼦舞』が楽しみです。 今晩の揃い獅

⼦といわれる全体練習ってどんなもの

かなと待ちきれなくて。

道々の灯篭に導かれ 秋の景⾊を

楽しみながら⾏くと・・・

多聞寺の⼤きな⽊⽴が⾒えてきまし

た。

⼣⽅には間があります。ちょいと境内

散策を。

共⽴学校という尋常⼩学校があった

そうです。校⾨代わりの杉の⼤⽊が

⼀本だけ残っています。

正⾯に回ると⽴派な⼭⾨が。

係りの⽅が祭りの準備に忙しそうで

す。

さてさて⽇も暮れて、⼈も集まってきた

かなあ？

ご覧の通り既に⼤勢の⼈が暗い中で

始まりを待っていました。

----------------------------

笛の⾳が流れてきました、いよいよ始

まりです。

まずは⻤のような⾯をつけた『⼭の神』

の登場、続いてイナセな奴姿の⼆⼈

が六尺棒でヤァーヤァーと打ち合う

『太⼑使い』、打ち合いの途中「シバ

ラク、シバラク」と現れた若侍が⼝上を

述べる世流布（せいりふ）、そしてお

かめ・ひょっとこのユーモラスな神楽とつ

づきました。 「へー！」「ホー！」、♪

ただ珍しく⾯⽩く♪と⾒⼊ってしまい

写真がなくてすみません。

『⼭の神』が御幣を⾼くかかげ雌獅⼦

を先導してきました。

『雌獅⼦』と『⼭の神』の舞いです。

『⼭の神』が退場し雄獅⼦が出てきま

した。本堂に向かって腰を深く落とし

後退さるこのポーズを『しゃり』というそ

うです。ご本尊に挨拶をしているので

しょうか。

⼆頭で踊っていると雄獅⼦がもう⼀

頭現れ、雌獅⼦の奪い合いを始めま

す。

⼆頭が激しく争うときは猛々しく、雌

獅⼦を横取りしようとする時は必死

で、雌獅⼦と⼀緒のときは誇らしそう

に優しげでと表情豊かです。 堂々と

男らしい雄獅⼦に対し雌獅⼦は常に

腰をかがめ動作も穏やかです。

⿊漆の⻯頭の獅⼦頭を被り腹に太

⿎をつけて三頭の獅⼦が舞う形式を

「⼀⼈⽴ち三頭獅⼦舞」というそうで

す。

最後は万歳（まんざい）です。古い

⾔葉なうえに独特の節回しなので内

容はしかとは聞き取れないのに、なぜ

かユーモラスで観客も⼀緒になって笑

いが溢れていました。「がんばれ！！」

なんて掛け声が⼜なんとも楽しい雰

囲気でした。 本⽇はここまで。⼜明

⽇！

祭の当⽇になりました。

多聞寺公会堂で⽀度笛と太⿎に合

わせ⾝⽀度を整えた舞い⼿を始めと

する⼀⾏８０名ばかりが氷川神社に

向け出発です。

写真提供

東久留⽶市資料室

「ほら⾙」「道笛」に合わせ進みます。

写真提供

東久留⽶市資料室

神主宅でお祓いを受け神社に向かう

ことを『練りこみ』というそうです。

写真提供

東久留⽶市資料室

⿃居からは「⼭の神」の先導で『踊り

こみ』をします。

太⼑使いです。

神社の舞い庭につくと、この六尺棒と

⽊太⼑での棒術と打ち合いを始め獅

⼦舞の幕開けです。

若侍がその打ち合いの仲裁に出てき

て⼝上を述べるのが世流布（せりい

ふ）です。⼤きな⼑を持ち歌舞伎⼗

⼋番『暫』を模したものだそうです。

髪にさした⼤きな⼒紙が⼀際⽬をひ

きました。

神楽笛にのり、⼤きなお腹（孕み

⼥）のおかめさんが、まるで産み⽉の

ような⾜取りででてきました。

おなじみ『ひょっとこ』 ⼆⼈仲良く退場です。 『⼭の神』の先導で

雌獅⼦が登場しました。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

『⼭の神』と雌獅⼦による舞いです。

『⼭の神』は右⼿にʻʻはねうちわʻʻ（軍

配）、左⼿に幣束を持ってきりきりと

舞い回ります。

中獅⼦が登場しました。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん 次に⼤獅⼦が出てきました。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

⼤獅⼦、中獅⼦による助け退り（す

けちゃり）です。この姿勢で後退りす

るのですから⼤変ですね。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

三頭が輪になって笛と歌、交互に合

わせて舞います。『南沢獅⼦舞歌』の

間三頭は太⿎のふちをコツコツと打ち

鳴らしていました。

写真提供

東久留⽶市資料室

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

最後に三頭仲良く花笠を回り、最後

に正⾯を向いて『拝』（礼）をして退

場です。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

これで氷川神社の獅⼦舞は終了で

す。

写真提供

市⺠記者「りきムーナ」さん

笛とほらの⾳に送られて

多聞寺へと戻ります。 法被の背中のデザインもかっこいいで

すねえ。

さてさて、昼の部も終了です。今晩の

多聞寺での獅⼦舞も楽しみですね。

パートⅡへ

※なお、上記記事中に使⽤されてい

る、東久留⽶市資料室より提供され

た写真の無断転⽤はお断りいたしま

す。
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